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Description シンポジウム



、 ン ンボジウム 

事イダ Ⅰ a こ み る新 し い企業 コ ン セ プ ト 
一 技術開発の方向を 探る 一 

金 司 池 島 政 広 ( 亜細亜大学 ) 

( 1 ) 基調講演 優れた企業の 条件 一 活性化と個性化一 漬 水 龍 螢 ( 東京国際大学 ) 

( 2 ) 事例報告 
これからの経営戦略と 開発 中 西 幹 育 ( 鈴木総業 ) 
技術者の双線シフトによる 活性化 阿 部 惇 ( 松下電工 ) 
アイ ヂァ から売れる商品 口へ 小 倉 理 一 ( 西日本流体技研 ) 

高機能粘着剤製造における 新商品開発 中 畠 幹 ( 綜所 化学 ) 
セコムの企業コンセプトと 技術開発 宮 内 幸 治 ( セコム ) 

( 3 ) 総合討論 コメンテ タ 古 矢 眞 義 ( 日本総合研究所 ) 原 篠 光 神 ( 成城大学 ) 両 車 秋 男 ( 東芝 ) 

趣 旨 

今日、 日本企業は、 欧米先進国の 企業へのキャッチアップの 体制を脱却して、 
独自の企業コンセプトを 持って、 マネジメントしていかねばならないと 論じられ 

ております。 現実には、 このような大転換は 棺 当 困難であ ると思われますが、 今 
までのような 現場の改善の 努力だけでは、 発展途上国の 猛烈な追い上げ 等により 

険しい状況にさらされてまいります 0 そこで、 今回のシンポジウムでは、 トップ。 
主体による個性的な 企業コンセプトを 構築し、 独自な技術開発を 展開している 企 
業を取り上げて 論議してま い ります。 

まず、 基調講演におきまして、 膨大な実証研究を 踏まえて、 優良な企業の 条件 

を個性化・活性化の 視点から話していただきます。 これは、 他社が容易に 追随で 

きないような   中核能力をど う 築き、 どのように活用していくかということであ る 
と 思われます。 企業コンセプトを 構築していく 際の重要な要素になってまいりま 
す 。 もちろん、 社会の中での 役割、 消費生活との 関連等を真剣に 考えるという 基 

本 を忘 、 れてはなりません。 さらに、 企業内の人々もハッピ 一になれる、 とりわけ、 

研究者との関連では、 創造的な仕事にチャレンジできるような 企業でなければな 

りません。 

現在のような 低成長期でも 活力あ る 5 社の事例をもとに、 従来とはひと 味違っ 

たこれからの 新しい企業コンセプトを 以下の切り口から 論議して、 今後の技術 開 
発の方向を探ってみたいと 思います。 

C 1 )  商品 口 ・サービスの 斬新さ ( 特殊な技術・ 市場の開発、 システム商品 口 ) 

( 2 )  企業の形態 ( グループ経営、 規模の問題、 機能の特化 ) 

( 3 )  組織構造 ( 技術と市場との 相互作用を促進する 仕組み等 ) 
( 4 )  研究者の活性化 ( 人事評価、 研究環境等 ) 
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